


















































































iv　　早法 91 巻 3 号（2016）
の事例」（2011・藤岡先生古稀）、「医療事故補償に関するオーストリア・ド
イツの近時の動向」（2012・淡路先生古稀）、「ドイツにおける危険責任の成
立─プロイセン鉄道法25条制定に対するサヴィニーの寄与」（2014・田山先
生古稀）、「危険責任の一般条項」（2014・野村先生古稀）、「自賠法と製造物
責任の関係」（2014・交通事故紛争処理の法理）などである。
　浦川教授の研究は、主に、ドイツの不法行為理論を基礎としており、こ
の点については、日本を代表するドイツ法研究者といっても過言ではな
い。
　浦川道太郎教授は、このように、民法および民事周辺領域において、顕
著な研究業績を残され、また、教育の分野でも多大の貢献をして来られま
した。浦川先生が退職されることは本法学会にとって大きな損失でありま
すが、私たちは、先生が去られることにより生じる空白を埋めるべく努力
をし、先生が法学会に寄与されてきた成果を守り育てることにより、その
学恩に報いる所存です。先生は、退職後も、各研究分野で研究を継続し、
また社会貢献をされると伺っています。浦川先生の今後のますますのご健
勝とご活躍を祈念し、法学会に対して引き続き温かいご指導とご助言を賜
りますようお願い申し上げます。
　　2016年 3 月吉日
 早稲田大学法学会会長
 近　江　幸　治
